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のノウハウを必要とする。
　例えば遺伝子治療薬の開発を進める前出のアン
ジェスMGの場合、（1）ベクターの特許、（2）ベクター
製造方法の特許、（3）ベクター産生細胞株の特許、（4）
治療用遺伝子の特許、（5）プロモーターの特許、（6）ベ
クター製剤化方法の特許、（7）ベクター保存方法の特
許、（8）ベクター投与方法の特許、（9）治療方法に特許
など広範囲に及ぶ。世界に散在している特許を買い集
め、初めて目指す治療技術となるのである。
　§ベンチャー起業に相応しい技術とは？
　ベンチャーは企業サイズから言うと、中小企業であ
る。バイオベンチャーはバイオ関連中小企業群の一部
であると言うことができる。バイオ関連中小企業群を
色分けすると、株式公開を目指す企業とそうではない
企業に分類できる。また、ベースにしている技術が解
析受託などのサービスを基本としている企業と創薬、
つまり新規化合物の特許を取得し、それを大企業に販
売権を移譲しょうとする企業とに分けることができ
る。
　バイオベンチャーは株式公開を目指す企業がその
王道である。逆に、受託解析企業は株式公開が難しく、
常に技術が陳腐化する脅威にさらされている。起業は
容易だが、それを維持し成長曲線に乗せることは難し
い。したがって、ベンチャーを起業するにはあくまで
も化合物（商品予備軍）の特許を取得し、それをベー
スに業容を拡大していく方が、受託解析企業より賢明
である。
　§医学部発ベンチャーの強味は臨床経験
　源流が医学部であっても、工学部や農学部であって
も資金調達、特許戦略の立案が大切である。しかし、医
学部発ベンチャー企業の強味はほかのどの学部に増
して、健康や病気について深い知識を持ち、実際に診
療に携わった経験をスタッフが持っているという事
実である。そこに独創的な技術が加わることが出発点
である。
　いままで、灰聞きしてきた企業の厳しさをるる述べ
てきたが、それはパイオニアたちの経験であり、その
重要性を認識した国もファンドを作ったり、税制の特
例を考慮したり、さらに技術マネジメントができる人
材（大学教授は社長になってはいけないという原理
は米国にも存在する）の養成に本腰を入れるなど、環
境は十分ではないけれども整備されつつある。起業を
志すならばまず、手にしている技術を見る。
特許は確保されているか？　周辺特許を確保するプ
ロセスは見ているか？　オンリーワンの企業になれ
るか？　陳腐化しない技術はないものの少なくとも4
年程度のアドバンテージをライバルから確保できる
か？　を自問してみることが大事だ。全てがイエスで
あった場合に起業準備を始めることが可能になる。
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　今回の医科学セミナーは東京医科大学の「研究活動
の活性化」をテーマとした。第一部は基礎教室と臨床
教室の連携の観点から眼科の後藤浩講師に基礎教室
へのアンケート結果を分析していただいた。その結果
は本稿の前半でまとめられているように、キャンパス
が離れている、臨床側が多忙で研究に専念できないな
ど、旧来の問題点が依然として障壁となっていること
がわかった。しかし、一方で、数科を除くほとんどの
臨床教室で何らかの共同研究の実績があり、お互いの
研究を知る機会が増えれば、さらなる協力体制の強化
も可能と考えられた。とりあえず、基礎と臨床教室の
発表が一緒に行われる本学の医学会総会などへ積極
的に参加し、交流をはかることも糸口になると思われ
る。
　第二部は外部機関との連携の観点から大学発バイ
オベンチャーの可能性について日経バイオビジネス
の小崎丈太郎編集長に講演していただいた。大学が未
開発の経済的リソースであるという観点から、今や経
済産業省が大学発ベンチャーを奨励する時代になっ
た。その経緯は小崎氏の講演で明らかにされている。
しかし、企業の立ち上げは学問的興味だけでは失敗に
終わることが多く、まず、採算がとれる事業を行うこ
とが先決という厳しい現実がある。つまり、大学発ベ
ンチャーといえども商売であり、商才が要求されるわ
けである。「武士の商法」は通用しないということであ
ろう。特に外部組織と共同研究を行う際には「give　and
take」の関係が前提であり、われわれが相手企業や出資
者へ提供できるsomething　specialを持っていなけれ
ば話が進まない。まず、足元から「磨けば光る石」を
探す自助努力をすることでチャンスが生まれるので
はないだろうか。
　最後に、今回、フォーラムへの参加者が少なかった
ことに世話人として責任を感じている。アンケートへ
協力いただいた教室各位をはじめ、御出席いただいた
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先生方にこの場を借りて御礼申し上げるとともに、ひ
とりでも多くの人にフォーラム会場へ足を運んでも
らうためにどうずればよいか、次回世話人の方に是非
頑張っていただきたいと思う。
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